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「
き
ょ
う
さ
れ
ん
」
と
は
、
旧
称

「
共
同
作
業
所
全
国
連
絡
会
」
の
略

称
（
共
作
連
）
で
す
。

現
在
は
全
国
の
障
害
の
あ
る
人
の

働
く
場
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
相
談

支
援
事
業
所
等
が
集
ま
っ
た
組
織
で
、

い
こ
い
の
村
・
栗
の
木
寮
も
加
盟
し

て
い
ま
す
。
き
ょ
う
さ
れ
ん
に
加
盟

の
事
業
所
は
約
１
９
０
０
か
所
あ
り

ま
す
。

き
ょ
う
さ
れ
ん
全
国
大
会
は
９
月

21
日
～
22
日
に
、
京
都
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
京
都
で
の
開
催

は
、
19
年
ぶ
り
4
回
目
と
な
り
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
京
都
ら
し
く
参
加
者

を
お
抹
茶
の
体
験
等
で
お
も
て
な
し

し
ま
す
。
栗
の
木
寮
の
仲
間(
利
用
者)

は
そ
の
準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

栗
の
木
寮
の
仲
間
の
参
加
だ
け
で
な

く
、
法
人
が
一
体
に
な
っ
て
元
気
に

な
れ
る
大
会
を
目
指
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
分
け

隔
て
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
の
実
現
に
向
け
、
全
国
か
ら
集
ま

る
４
０
０
０
人
の
皆
さ
ま
と
の
交
流

が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

（
い
こ
い
の
村
・
栗
の
木
寮

呉
竹
一
人
）

梅
の
木
寮
で
は
、
毎
年
度
末
に

「
来
年
の
一
文
字
」
を
職
員
か
ら
募

集
し
ま
す
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
利
用

者
の
支
援
を
頑
張
る
の
か
、
頭
に
描

き
な
が
ら
様
々
な
案
を
出
し
合
い
、

職
員
・
利
用
者
で
投
票
し
て
決
定
し

ま
す
。

一
昨
年
度
は
『
笑
』
、
昨
年
度
は

『
楽
』
、
今
年
度
は
『
豊
』
に
な
り
ま
し

た
。
『
豊
』
は
国
語
辞
典
に
「
満
ち
た
り

て
い
て
不
足
の
な
い
さ
ま
」
と
あ
り
ま
す
。

物
や
お
金
だ
け
で
な
く
、
健
康
、
文
化
、

心
、
夢
が
満
ち
溢
れ
る
よ
う
、
豊
か
な
人

間
関
係
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
自
身
を
高

め
ら
れ
る
、
そ
ん
な
思
い
を
『
豊
』
に
込

め
ま
し
た
。

選
ば
れ
な
か
っ
た
案
の
中
に
『
宝
』
が

あ
り
ま
し
た
。
「
い
こ
い
の
村
で
働
く
職

員
は
宝
。
職
員
は
利
用
者
に
接
す
る
こ
と

に
よ
り
成
長
で
き
る
の
で
宝
。
利
用
者
や

そ
の
家
族
は
い
こ
い
の
村
が
あ
る
こ
と
で

居
場
所
が
あ
り
、
い
こ
い
の
村
は
宝
」
と

添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
、
み
ん
な
で
知
恵

出
し
な
が
ら
乗
り
切
り
た
い
で
す
。

先
日
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

いこいの村
梅の木寮

施設長 記 由美

大会マスコットキャラ
「まいこ～」



栗の木寮の短期入所が利用しやすくなりました 

洋室 

和室 

  

栗
の
木
寮
は
今
年
４
月
か
ら
新
し

い
建
物
で
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
短
期
入
所
の
方
が
利
用

で
き
る
お
部
屋
は
１
部
屋
だ
け
で
し
た
。

４
月
か
ら
は
２
部
屋
に
増
え
、
ひ
と
つ

は
ベ
ッ
ド
を
利
用
さ
れ
る
方
、
も
う
ひ

と
つ
は
和
室
を
準
備
し
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
ト
イ
レ
が
お
部
屋
の
目
の
前

に
あ
り
、
車
い
す
の
方
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

栗
の
木
寮
は
ろ
う
重
複
障
害
者
の
入

所
施
設
で
す
。
全
国
に
先
駆
け
て
、
昭

和
57
年
に
開
所
。
そ
の
後
、
多
く
の

方
々
に
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

近
年
は
地
元
綾
部
市
内
在
住
で
聴
覚
障

害
以
外
の
障
害
の
方
々
の
利
用
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。 

 
綾
部
市
内
で
、
障
害
者
の
方
が
利
用

で
き
る
短
期
入
所
は
い
こ
い
の
村
の
み

で
す
（
２
０
１
８
年
時
点
）
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
ま
で
短
期
入
所
を
利
用
し
た

く
て
も
諦
め
て
お
ら
れ
た
り
、
他
市
の

施
設
を
利
用
さ
れ
る
た
め
、
い
つ
も
利

用
し
て
い
る
通
所
施
設
へ
の
通
所
が
叶

わ
な
い
な
ど
、
栗
の
木
寮
で
の
短
期
入

所
へ
の
期
待
を
お
聞
き
す
る
機
会
も
増

え
て
き
ま
し
た
。 

 

あ
る
ご
利
用
者
は
、
昼
間
は
市
内

の
通
所
施
設
に
行
か
れ
ま
す
。
夜
は
栗

の
木
寮
に
泊
ま
り
、
ま
た
翌
朝
通
所
施

設
に
行
か
れ
ま
す
。 

 

昼
間
の
様
子
を
栗
の
木
寮
職
員
に
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
い
つ
も
と
は
違
う
場
所
で
の

食
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
あ

り
ま
す
。 

 

「
将
来
は
家
族
と
離
れ
て
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
自
立
し
た
暮
ら
し
が

し
た
い
」
と
い
う
目
標
を
お
持
ち
の
方

が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

栗
の
木
寮
を
利
用
さ
れ
る
方
も
あ
り
ま

す
。 

 

普
段
の
生
活
の
中
の
一
部
に
栗
の
木

寮
の
短
期
入
所
を
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
綾
部
市
内
唯
一
の
障
害

者
の
入
所
施
設
と
し
て
、
皆
さ
ま
か
ら

求
め
ら
れ
る
役
割
が
担
え
る
「
栗
の
木

寮
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 
 

（
い
こ
い
の
村
・
栗
の
木
寮 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
川 

恵
子
） 

短期入所に関するお問い合わせは、 
電話 ０７７３－４６－０１０２ ファクス ０７７３－４６－０９０３（いずれも栗の木寮直通） 

 いこいの村・栗の木寮では現在２床の短期入所を設けています。栗の木寮の長期入所に向けて
利用される方、近隣地域にお住まいの方、自立した生活を目指す方の練習として、また介護者で
あるご家族の休息（レスパイト）として利用される方など、その目的や利用方法は様々です。 

利
用
し
や
す
い 

 
 

 
 

お
部
屋
つ
く
り 

地
域
の
方
の
身
近
な
施
設
に 

普
段
の
生
活
の 

 
 

 

延
長
と
な
る
施
設
利
用 

お気軽にお問合せください。 



1998年3月1日 

 2018年7月1日（日）、福知山市の大江町総合会館にて、 20周年と

40周年の節目となる記念集会を合同で開催し、聴覚言語障害者と関係者、

約150人が集いました。  

 当日は、大江町手話サークルによる手話劇「大江のかぶ」で、会場が 

大いに盛り上がった後、天田地方聴覚言語障害センター（現：福知山市 

聴覚言語障害センター天田事務所）の開所に至るまでの経過や関係者の 

思いなど、リレートークで振り返り、今後の課題や展望を確認しました。  

センター設立の願いを掲

げて、京都府全域 

から1,000人が大江町に

集結した「第24回耳の

日記念集会」 

聞こえなくても
安心して生活で
きるよう、手話
通訳者の設置を!! 

「センター開所前、主

人が病気で受診した時、

手話通訳がないため、

話が通じず苦労した」

と、当時の様子を語ら

れた倉橋さん。 

 センター開所後、聴覚障害者の生活支援の集まりである「木曜日の会」

が始まりました。定期的、継続的に集まることで、様々な生活体験を共有

し、個々の健康を守ることや、社会生活力の高まりに重要な役割を果たし

てきました。このような生活支援の取組みは京都北部の各地に広がり、 

今や「地域活動支援事業」として全国にも拡がっています。  

手話サークルや「木曜日の会」の役割、生活支援

の大切さなどを話す、 

いこいの村・梅の木寮  

元施設長 大矢暹氏 

 福知山市では、今年4月から「福知山市手話言語及び障害のある人の多様なコミュニケーション促進条例」が

施行されました。障害のある人もない人も分け隔てられることなく、全ての市民が互いに尊重しあうことので

きる「ともに幸せを生きる」社会の実現のためには、多くの市民に理解を広めることが重要です。 

 記念集会の翌週の西日本豪雨災害では、京都府北部の各地にも被害があり、天田事務所も床上約５０㎝が 

浸水しました。今回で３度目ですが、そのたびに地域の方々に支えられ、また、地域の拠り所として共に歩ん

できました。これからも、一人ひとりの思いに寄り添いながら、地域の方々と一緒に歩みを進めていきたいと

思います。                      （福知山市聴覚言語障害センター 長岡 英樹） 

「一市三町（福知山市・三和町・夜久野町・大江町）合併前の2004年、

センターがなくなるのではと、心配でした。三町の聴覚障害者協会、難聴

者協会、手話サークル、要約筆記サークルで、存続を望む要望書を行政に

提出し、天田事務所として存続することになり安心しました。」と語られ

た阪本さん。 

「天田地方聴覚言語障害センター開所20周年記念集会 

        ・大江町手話サークル創立40周年お祝い会」 

 

センター設立の願いを掲

げて、京都府全域から

1,000人が大江町に集結

した「第24回耳の日記念

集会」 

 

 

「センター開所前、 

主人が病気で受診した時、 

手話通訳がないため、話が 

通じず苦労した」と、当時の 

様子を語られた倉橋さん。 

 

 

「一市三町（福知山市・三和町・夜久野町・大江町）合併前の2004年、    

センターがなくなるのではと、心配でした。三町の聴覚障害者協会、難聴者協会、  

手話サークル、要約筆記サークルで、存続を望む要望書を行政に提出し、    

天田事務所として存続することになり安心しました」と語られた阪本さん。 

 



             

い
こ
い
の
村
で
は
、
自
由
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
保
障
さ
れ
る
地
域
を

目
指
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

そ
の
ひ
と
つ
が
、
昭
和
58
年
に
始

め
た
『
耳
の
こ
と
何
で
も
相
談
会
』
で

す
。
現
在
で
は
形
が
変
わ
り
、
『
耳
の

相
談
日
』
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

事
業
を
行
う
な
か
で
、
ご
利
用
者
や

ご
家
族
か
ら
、
「
耳
が
遠
く
て
人
の
中

に
出
た
く
な
く
な
っ
た
」
「
家
族
か
ら

テ
レ
ビ
の
音
が
大
き
い
と
言
わ
れ
不
快

な
思
い
を
し
て
い
る
」
と
の
声
を
お
聴

き
し
、
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か

と
、
始
め
た
の
が
『
耳
の
相
談
日
』
で

す
。
京
都
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
か
ら
認
定

補
聴
器
技
能
者
に
き
て
い
た
だ
き
、
聴

力
測
定
、
補
聴
器
・
聞
こ
え
の
相
談
を

無
料
で
実
施
し
、
必
要
な
方
に
は
医
療

機
関
受
診
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
で
は
、
補
聴
器
に
対
し
て
医
療

保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

聴
力
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
福
祉
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

                    
 

 
 

 

・
「
大
勢
の
人
の
中
や
、
電
話
の
声
が

聞
こ
え
ず
苦
痛
だ
」
家
族
か
ら
「
大
き

な
声
を
だ
さ
ん
な
ら
ん
で
困
る
」
と
言

わ
れ
た
。 

→

補
聴
器
の
無
料
貸
し
出
し
を
受
け
、

補
聴
器
の
使
い
方
に
慣
れ
、
納
得
し
て

購
入
で
き
て
良
か
っ
た
。 

・
補
聴
器
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
。

補
聴
器
を
つ
け
て
い
る
と
き
に
「
ピ
ー

ピ
ー
」
と
音
が
な
る
の
で
困
る
。 

→

耳
穴
に
入
れ
る
ゴ
ム
を
交
換
し
て
、

付
け
方
の
練
習
を
す
る
と
「
ピ
ー

ピ
ー
」
の
音
が
な
く
な
り
、
聞
き
取
り

や
す
く
な
っ
た
。 

 

聞
こ
え
に
く
く
困
っ
て
い
る
の
は
あ

な
た
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
『
耳
の

相
談
日
』
で
は
、
そ
ん
な
方
た
ち
の
お

話
を
お
聴
き
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
『
耳

の
相
談
日
』
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  
(

高
齢
福
祉
部
介
護
支
援
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
嶋 

敬
子) 

―第１６回－ 

≪耳の相談日≫ 
 

 第３木曜日 午後 
 

TEL 46-0155 
FAX   46-0175 

「よぅ聞こえるようになりました」 

         

☆
材
料
（一
人
分
） 

 

・キ
ャ
ベ
ツ 

・・・60
ｇ 

・は
ん
ぺ
ん 

・・・15
ｇ 

 
 
 
 

（１
／
４
枚
） 

・豚
肉 

 
 

・・・20
ｇ 

・紅
し
ょ
う
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

・・・２
ｇ 

・サ
ラ
ダ
油 

 
 
 
 
 
 

・・・適
量 

 

【Ａ
】 

・お
好
み
ミ
ッ
ク
ス
粉 

 
 
 
 
 
 
 

・・50
ｇ 

・水 
 
 
 

・・・50
㏄ 

・卵 

・・・１
／
４
個 

 
 
 

 

・長
芋 

 
 

・・・25
ｇ 

  

【Ｂ
】 

・お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス 

・マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

・か
つ
お
節 

・青
の
り 

 

☆
作
り
方 

 

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
み
じ
ん
切
り
に

す
る
。
長
芋
は
、
す
り
お
ろ

す
。
は
ん
ぺ
ん
は
さ
い
の
目
切

り
に
す
る
。 

 

   

②
豚
肉
は
、
あ
ら
か
じ
め
炒

め
て
冷
ま
し
て
お
く
。 

 

③
ボ
ウ
ル
に
Ａ 

の
材
料
を
入

れ
て
泡
立
て
器
で
よ
く
混
ぜ

る
。 

 

④
③
の
生
地
に
キ
ャ
ベ
ツ
、
は

ん
ぺ
ん
、
炒
め
た
豚
肉
、
紅

し
ょ
う
が
を
入
れ
て
ざ
っ
く

り
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
。 

 

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
を
中
火
で
熱

し
、
サ
ラ
ダ
油
を
引
き
、
④

の
生
地
を
流
し
入
れ
両
面

焼
く
。 

 

⑥
お
好
み
で
Ｂ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
の
せ
て
完
成
。 

             

（総
務
部 

給
食
課 

 
 
 
 

 
 
 
 

川
端
つ
ぐ
み
） 



♦後援会 ありがとうございました♦ 

ありがとうございました 

♦ご寄付 ありがとうございました♦ 

ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 
４月 1 日～７月２０日受付分（1000 円以上 順不同） 
 

永本 宏昭     様 綾部市上延町     50,000 円 

たかお商店    様 綾部市十倉名畑町 コーヒーセット 

井関 惠喜     様 綾部市五津合町    50,000 円 

福岡建設㈱    様 綾部市睦合町     飲料セット 

西嘉山 恭介    様 綾部市八津合町    20,000 円 

山家地区民生 

児童委員協議会  様 綾部市東山町       5,000 円 

福井石油㈱    様 綾部市睦合町   コーヒーセット 

クロスロード 

    土田大介 様 綾部市淵垣町     飲料セット 

㈱丸起商店    様 綾部市西町  ゆずレモン２ケース 

森本屋      様 綾部市八津合町    飲料セット 

㈱山寅組     様 福知山市    お菓子詰め合わせ 

㈱柴橋商会  

京都支店  様 京都市伏見区  お菓子詰め合わせ 

国際ソロプチミスト 

 京都-弥生  様 京都市中京区  タオル・洗剤など 

井上 昭憲     様 兵庫県豊岡市      50,000 円 

笠井 くみ子    様 兵庫県川西市  福島のひまわりの種 

㈱コーナン薬局  様 大阪府寝屋川市    飲料セット 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

★☆ 

 

 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

 
４月 1 日～６月３０日受付分（1000 円以上 順不同） 

 

芝原 キヌ枝 様     綾部市五泉町    継続 

瀧野 トシヱ 様     綾部市睦合町    継続 

村上 チヱ  様     綾部市老富町    継続 

佐原 一徹  様     綾部市睦寄町    入会 

四方 藤一  様     綾部市橋上町    入会 

崎山 郁子  様     舞鶴市       継続 

宮嶋 博之  様     舞鶴市       継続 

藏田 義昭  様     舞鶴市       継続 

内藤 和子  様     舞鶴市       継続 

米田 泰人  様     京丹後市      入会 

岩崎 信裕  様     大阪府守口市    継続 

 

 

 

 

※職種 介護職員 等 

詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉

協会 HP で 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

※梅の木寮・デイサービスの介護職員のパートも

同時募集しています。 
 

【お問い合わせ】いこいの村 総務部 
電話（0773）46-0101 

ファックス（0773）46-0610  

 

♦後援会  

ご入会ありがとうございました♦ 

 

新規採用職員募集! 

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆

★☆ 
 

 

～耳の相談日～ 

午後から 

※要予約 

 
<お問合せ先> いこいの村・とくら福祉センター 

電話：0773-46-0155 ファクス：0773-46-0175 

 

・ 9月２0日(木) 

・10月１8日（木) 

・11月１5日（木) 

 

ボランティア･模擬店募集中！ 

 

いこいの村まつり 2018
～豊かなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへＧｏ!! ～ 

 

 
 

日付：2018 年 10 月 21 日(日) 

時間；午前 11:00～午後 3:00 

 

【お問い合わせ】 

  いこいの村まつり担当：吉木･呉竹･冨田 

電話:0773-46-0101 

ファクス:0773-46-0610 

 



   

～
梅
の
木
寮
で
暮
ら
し
始
め
た
細
井
さ
ん
～ 

6月30日、梅の木寮の「鮎ユニット」の

外出で、京綾部ホテルのレストランに
行き、皆で楽しく昼食をいただきました。 

 5月の誕生日にお祝いの
寄せ書きをもらいました。 

自
宅
が
気
に
な
り
ま
す 

 

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

職
員
の
朝
礼
に
元
気
に
参
加
さ
れ
て
い
る
の

は
、
５
月
か
ら
梅
の
木
寮
に
入
所
さ
れ
た
細
井

健
良
（
ほ
そ
い 

け
ん
り
ょ
う
）
さ
ん
で
す
。

い
つ
も
職
員
を
気
に
か
け
、
「
え
ら
か
っ
た
ら

頼
り
に
し
て
よ
」
等
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

細
井
さ
ん
は
、
１
９
３
６
年
（
昭
和
11

年
）
5
月
に
綾
部
市
内
で
産
ま
れ
ま
し
た
。

24
歳
か
ら
60
歳
ま
で
仕
事
を
し
な
が
ら
農
業

を
し
、
定
年
後
も
奥
様
と
一
緒
に
畑
仕
事
を

し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
し
か
し
、
十
数
年
前
に
事
故
で
大
け
が
を

さ
れ
、
そ
し
て
奥
様
は
数
年
前
に
他
界
さ
れ

自
宅
で
の
一
人
の
生
活
が
段
々
難
し
く
な
っ

て
き
た
た
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
入
所

等
を
利
用
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

い
こ
い
の
村
梅
の
木
寮
に
入
所
さ
れ
、
約

2
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。 

 

細
井
さ
ん
は
「
こ
こ
に
お
っ
た
ら
安
心
や
」

と
言
い
な
が
ら
も
、
時
々
、
奥
様
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
自
宅
が
気
に
な
り
「
家
は
ど
う
な
っ
と

る
ん
や
ろ
。
い
っ
ぺ
ん
帰
っ
て
こ
ん
と
」
と
一

人
で
出
か
け
よ
う
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
職
員
が
付
き
添
い
ま
す
。
「
昔

は
こ
こ
の
川
で
魚
を
獲
っ
た
ん
や
」
「
若
い
頃

は
綾
部
ま
で
歩
い
て
行
っ
た
」
等
と
職
員
に
昔

の
話
を
い
ろ
い
ろ
し
な
が
ら
、
懐
か
し
い
我
が

家
の
様
子
を
見
て
帰
ら
れ
ま
す
。 

 

細
井
さ
ん
に
と
っ
て
梅
の
木
寮
で
や
り
が

い
の
あ
る
こ
と
、
楽
し
い
こ
と
は
何
か
、
現

在
、
模
索
中
で
す
。
細
井
さ
ん
に
と
っ
て
、

ま
た
、
他
の
生
活
者
に
と
っ
て
希
望
の
か
な

う
、
楽
し
い
梅
の
木
寮
を
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

  
 

 
 

（
い
こ
い
の
村 

梅
の
木
寮 

渡
辺 

元
樹
） 

きれいな花が咲くかなあ。 

大
切
な
思
い
の
あ
る 

 
 

 
 

 
 

ご
自
宅
へ 

こ
れ
か
ら
を
共
に
考
え
る 



 
 

 

い
こ
い
の
村
・
と
く
ら
の
家
の
開
所
時
か

ら
、
と
く
ら
の
家
で
生
活
さ
れ
て
い
る
酒
井

キ
ヌ
さ
ん
は
、
７
月
28
日
に
一
〇
〇
歳
の
お

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

酒
井
さ
ん
は
、
高
等
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、

農
家
の
仕
事
を
す
る
の
が
嫌
だ
っ
た
と
、
看

護
師
に
な
る
た
め
に
単
身
京
都
市
内
へ
行
き
、

念
願
の
看
護
師
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
時
国
鉄
マ
ン
だ
っ
た
ご
主
人
と
出
会
い
結

婚
、
ご
主
人
の
転
勤
に
あ
わ
せ
て
様
々
な
土

地
で
生
活
を
し
て
き
た
と
話
さ
れ
ま
す
。 

 

「
私
は
、
ア
ホ
や
で
人
一
倍
努
力
し
て
き

ま
し
た
」
が
酒
井
さ
ん
の
口
癖
で
す
。 

                 
 

 
 

  

と
く
ら
の
家
で
の
暮
ら
し 

 
 

 

酒
井
さ
ん
は
毎
日
、
他
の
利
用
者
さ
ん
と

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
や
洗
濯
物
た
た
み
、
食

事
の
支
度
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
聞
こ
え

に
く
い
た
め
、
補
聴
器
を
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
聞
き
間
違
い
も
時
折
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
皆
さ
ん
で
何
か
す
る
時
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ろ
う
と
し
て
、
他
の
方
と

言
い
合
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
は
職
員
が
間
に
入
っ
て
、
説
明
し
た
り
話

題
を
変
え
た
り
し
て
い
ま
す
。 

と
く
ら
の
家
で
は
利
用
者
同
士
で
口
喧
嘩
に

な
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
認
知
症
や
加

齢
に
よ
る
物
忘
れ
や
感
情
を
押
さ
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
原
因
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
よ
り
今
ま
で
暮
ら
し
て
き
た
習
慣
、
環

境
が
違
う
た
め
、
洗
濯
物
た
た
み
一
つ
に
し

て
も
、
や
り
方
が
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
言

い
合
い
に
な
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お

互
い
に
言
い
た
い
こ
と
が
言
い
合
え
る
、
口

喧
嘩
の
で
き
る
と
く
ら
の
家
は
、
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

        

  
 

      

一
〇
〇
歳
に
な
る
こ
と 

 
 「

長
生
き
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」 

と
酒
井
さ
ん
に
お
尋
ね
す
る
と
、 

「
何
事
に
も
感
謝
す
る
こ
と
」 

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
今
後
の
目
標
何
で
し
ょ
う
か
」 

と
伺
う
と
、 

「
一
二
〇
歳
ま
で
が
ん
ば
り
た
い
。 

一
〇
〇
歳
言
う
の
だ
け
で
も
恥
ず
か
し
い
け

れ
ど…

…

」 
と
の
お
返
事
で
し
た
。 

 

目
標
目
指
し
て
毎
日
を
健
康
で
楽
し
く
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
職
員
も
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。 

 
 

 

（
と
く
ら
の
家 
寺
尾 

智
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

垣
内 
優
美
） 

 

『
何
事
に
も
感
謝
で
す
』 

バラ園へ外出 

息子さんから母の日のプレゼント 

い
こ
い
の
村
・と
く
ら
の
家 

『認
知
症
あ
ん
し
ん 

 
 

サ
ポ
ー
ト
相
談
窓
口
』  

 
 

 

を
開
催
し
て
い
ま
す 

 

「
お
ば
あ
さ
ん
何
か
変
な
ん
や
け
ど
、

誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
ん
や
ろ
か 

」 

「
認
知
症
や
ろ
か
？
病
院
へ
行
った

方
が
よ
い
ん
や
ろ
か
」 

「
ど
ん
な
風
に
認
知
症
の
方
に
声
を

か
け
た
ら
よ
い
ん
や
ろ
」 

 

そ
ん
な
時
に
と
く
ら
の
家
に
相

談
に
来
ま
せ
ん
か
。 

ぜ
ひ
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
（
無
料
で
す
） 

 

毎
月
第
３
水
曜
日
の
午
後
は
、

専
門
の
職
員
が
い
ま
す
。 

 <

問
い
合
わ
せ
先> 

と
く
ら
の
家 

 

 
 

０
７
７
３-

４
６‐

０
７
７
１ 

 

＜開催日時＞ 
8月22日  
9月19日  

10月17日  
11月21日  
12月19日  
１月16日 
2月20日  
3月20日 



 

 

夏真っ盛り皆様いかがお過ごしでしょうか。体調はいかが

ですか？ 夏バテは「なんとなくだるい」といった夏の体の不

調の総称です。現在の夏バテは、冷房の効いた室内と年々暑

くなる炎天下を行き来することで、その温度差に身体がうま

く対処できず、身体が混乱した状態になるといった複雑なも

のになってきています。じょうずに冷房を活用していただき

たいのですが、冷房で体調が悪くなる人は「冷房より除湿」

を心がけましょう。湿度が低いと涼しく感じます。さらに風

があると体表から熱が奪われて涼しくなるので扇風機を併用

するのもオススメ。直接冷たい風が体にあたるようにすると、

体の表面の熱が奪われ続けて体が疲れてしまうので、扇風機

も冷房も直接体に当たらないようにお気をつけ下さいね。                                                                

（梅の木寮 医務課 木枝めぐみ） 

じょうずに夏を乗り切りましょう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

                                       ２０１８年（平成３０年）８月２０日発行 

                                              第４２４号 

元気に 

暮らす 

い
こ
い
の
村
で
は
、
昨
年
４

月
か
ら
独
自
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。
綾
部
市
の

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
申
請
後
、
必

要
か
ど
う
か
を
検
討
、
受
理
さ

れ
て
か
ら
の
利
用
と
な
る
の

で
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
い
こ
い
の

村
独
自
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、

利
用
者
が
体
調
不
良
等
で
食
事

の
準
備
が
難
し
く
な
っ
た
時
な

ど
、
急
な
ニ
ー
ズ
に
も
迅
速
に

対
応
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

利
用
者
に
ご
好
評
を
い
た
だ

き
、
今
で
は
市
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
数
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。 いこい弁当   

独
自
事
業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス 

2
年
目
を
迎
え
ま
し
た 

独
自
事
業
の
配
食
サ
ー
ビ
ス 

利
用
に
あ
た
っ
て 

 

・
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
、
障
害
の

あ
る
方 

・
自
宅
に
伺
い
、
聞
き
取
り
を
し
た
上
で
、

い
こ
い
の
村
が
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

と
判
断
し
た
方 

・
配
達
エ
リ
ア
は
、 

 
 

山
家
・
口
上
林
全
域
。 

中
上
林
は
、
市
野
瀬
地
区
ま
で 

奥
上
林
は
、
小
仲
地
区
ま
で 

 
今
後
ご
要
望
に
応
じ
て
範
囲
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
す 

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
３
‐
４
６
‐
０
１
５
５ 

（
綾
部
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

芦
谷 

ひ
と
み
） 

 

 

に
ん
じ
ん
で
星
を
イ
メ
ー
ジ
し
た 

七
夕
ち
ら
し
弁
当 

 

みんなの手話『食べる』 

片方の手で茶碗を持つように、もう

片方の手はお箸のようにチョキの形

にして、食べる動作をします。 

☆チョキの手が

指三本になった

ら「（フォークで）

食べる」という意

味にもなります。 


